
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  7 月 10 日（木） 江井サロン 江井サロン 夏祭りで盛り上がろう 

 7 月 14 日（月） 老の内サロン 老の内会館 音楽を楽しもう・夏カレー作り 

  7 月 14 日（月） 楽笑カフェ 田辺集会所   万能ポーチ作り 

  7 月 15 日（火） 多賀サロン 多賀集会所     お楽しみ 

 7 月 17 日（木） あひる倶楽部サロン ふれあい館るぽ 最明寺さんのいいお話 

 7 月 19 日（土） 撫サロン 撫集会所   手芸を楽しもう 

7 月 21 日（月） 桜みちサロン 西集会所     人権映画 

7 月 22 日（火） 浜ちどりサロン 尾崎会館 お出かけしよう 

7 月 28 日（月） 山辺サロン 山辺集会所 夏祭りで盛り上がろう 

8 月 ４日（月） 深草サロン 深草集会所     お楽しみ 

8 月 4 日（月） 老の内サロン 老の内集会所 夏祭りで盛り上がろう 

8 月 4 日（月） 楽笑カフェ 田辺集会所 人権映画 

編集・発行：淡路市社会福祉協議会 

地域支えあいセンターいちのみや 

淡路市北山７１２  
電話：0799-85-2040 
ＦＡＸ：0799-85-2240 

第１８８号   

２０２５年 
７月発行 

 

 
この広報誌が不要になった場合は、資源ゴミの「その他の紙類」としてリサイクルにご協力お願いします。 

 

 
 
☆日時 ７月 14 日（月）10：00～ 

☆場所：ゆうゆうライフ（北山） 

☆かおりの丘在宅介護支援センター       

86-0668（担当 田中） 

☆ゆうゆうライフケアプランセンター 

85-2040（担当 清水） 

認知症を支える家族のつどい（いちのみや）

 
 
★日時：７月１７日（木）10：30～ 

★場所：cafe＆restaurant izana      

★対象：介護をされている又は介護されてい

た男性 

★食べ物、飲み物は自己負担となります 

★ゆうゆうライフケアプランセンター 

85-2040（担当 清水） 

この広報誌は、皆さんか
らお寄せいただいた「赤い
羽根共同募金」の配分金
の一部を活用して発行して
います。 

 
 

週３日程度の勤務から募集中‼ 
一度お問い合わせください 

◎子育てや介護との両立も大丈夫。 働くママさん応援 

◎施設・事業概要見学は随時受け付けています! 

①デイサービス介助員  パート・嘱託(北淡・一宮) 

※介護福祉士優遇 

② 障がい者(作業所)支援員パート 

1,088円/時～ 資格所有者優遇!!   

(ヘルパー1,１38円・介福 1,158円) 

③ 送迎運転員パート（北淡）  1,088円/時～ 

④ケアマネージャー(北淡・一宮) 

嘱託職員   205,000円/月～ 

パート     1,250円/時～ 

お電話でお気軽にお問い合わせ下さい。 

淡路市社協 656-2132 淡路市志筑新島 5-1 

なぎ、やまさき TEL 62-5214 

 令和 7年７月２２日（水）～７月３０日（火）  

 対象：一宮管内の小学生 時間：10時～15時（応相談）   

 食事：お弁当持参（昼食会などの場合は事前に連絡いたします） 

  申し込み先：ゆうゆうライフデイサービス 85-2040 森まで 

 

 

 

 

 

ことが輝いているという証だから、できていることを聞いて

みたい」との声もありました。 

その他 D 運営委員からは「良いことも、悪いことも含め

て、自分で選んで、自分で決めることができること（自己

選択・自己決定）を前提に、「誰もが輝けるまちづくり」を

進めていくことが大事ではないかという意見をいただきま

した。 

【他市の成功例・失敗例も知りたい】 

この協議の始まりは、秋田県藤里町社協の「プラチナ

バンク」という成功例の話から一宮地域でもこのような仕

組みが作れないかということでしたが、E 運営委員からは

「他市では、マッチングアプリのような機能使って仕組み

を作ったようだが、うまくいかなかったと聞いた。シニアポ

イントのような、する側・される側にとって何か交換できる

ような仕組みがあったらよいのだが、そういった成功例や

失敗例を知って、話し合ってはどうだろうか」と、今後の

話しあいに関する意見もありました。 

今回の協議の中で、話をしないといけないことがたくさ

んあり、1 つずつ整理をしながら合意を図っていく、時間

の要する話し合いになることが見えてきました。一宮地域

で住み続けるために必要なことについて引き続き運営委

員会で話し合っていきたいと考えています。 （だいどう） 

だれもが輝けるまちづくりのために～地域支えあいセンターいちのみや運営委員会～ 

【住民の皆さんが、何を思っているのか知りたい】 

６月の運営委員会では、「支え合いの仕組みをつくる

にしても、住民の皆さんが何を思っているのかわからない

中で話しあうのは難しいから、住民のみなさんに運営委

員会として聞いてみたいことを話し合おう」と決まっていた

こともあって、A 運営委員から『だれもが輝けるまちづくり

と』題して、考えてきたんですけどいいですか」との発言か

ら話し合いが始まりました。 

・ 今、生きがいを感じていますか？ 

・ 困りごとの解決はどうしていますか？ 

・ あなたは人助けができますか？ 

などたくさんのことを住民の皆さんに聞いてみたいと話さ

れました。B運営委員からは「あまりたくさん聞かれても答

えられないし、書けと言われても書けない。選択できるよ

うなアンケートだと思いが聞けるのではないか」との意見も

出されました。 

事務局で地区ごとの人口ピラミッドを用意していたこと

もあって、先細りしていくグラフを見て「10 年後の地域の

支え合いについて聞く必要があるんじゃないか」「いや、

10 年後のことを考えると寂しくなるから、今できる支えあ

いの仕組みを聞いた方がいい」などの意見も出されまし

た。また、C運営委員からは「今、自分でできているという 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

●内 容：１9 回（膳）目 『シニアカー体験』 

●日 時：7 月 24 日（木）9:30～11:30 

●場 所：一宮公民館 

●申 込：85-2040（担当 打越、高崎） 

 

 

 

 

 日 時 場 所 

簡単スマホ俱楽部 
7月 23日（水） 

10：00～ 
一宮公民館 

編み物俱楽部 
7月 28日（月） 

13：30～ 
社協いちのみや 

麻雀ファイト俱楽部 
7月 22日（火） 

13：30～ 
社協いちのみや 

男のまな板倶楽部 
7月 17日（木） 

10：00～ 
一宮公民館 

 

 

男性介護者交流会の中で、「ご飯は皆さんどうしてい

ますか？」との質問から、「全部僕がしよる」「ご飯は炊く

けどおかずは買ってくる」「僕は魚も捌けるよ」との話にな

り、昨年、男性介護者料理教室を行い、第１回目は魚

の煮つけや大学芋を作りました。 

参加者からの「またやりたい‼」との声にお応えし、第２

回目を行います。 

題して！ 

 

  

かおりの丘では６月７日と１４日の２回にわたり『丘の上

のげんきラボ＊かおり＊』を開催しました。当日は、まず

５種目の体力測定を行った後に、ネイル、キーホルダー

作り、カラオケ、麻雀の中から選んでいただき、自分の好

きな物に参加していただきました。そして、ランチタイムの

後には、ビンゴ大会が大盛り上がり。一日を通して参加

者の笑顔がたくさん見られたことや、人と人との新しいつ

ながりも生まれ、参加者の皆さまのおかげで素敵な会に

することができました。今後もこのような機会を通じて、か

おりの丘に来ることで、地域の皆さんが元気をチャージで

きる場になればと思っています。沢山のご参加ありがとう

ございました。次回もどうぞお楽しみにしていてください。 

 

 

 

 

 

 

 

なんでもチャレンジ

まちを歩けば ～ちょっと教えて～

６月のちょっと教えては『ちょっと 

教えて！リサイクル』 

 淡路市のゴミ処理の現状や課題 

について、淡路市生活環境課の 

尾植さんに教えて頂きました。 

 淡路市では、一人一日当たりのゴミの排出量が県内

最下位（ワースト）と聞いて参加者みんな驚きました。

又、プラスチックゴミや、リサイクルゴミを分別して出すこ

とで、減量化が出来たり、収集場所を集約して置くこと

で、収集時間が短縮出来たりなど、たくさんの“なるほ

ど”と思える知恵を教えて頂きました。 

 参加者から「海岸に打ち上るゴミを、いつも個人の燃え

るゴミ袋に入れていたけど、風が吹くたびにすぐいっぱい

になるの。何とかならないのかな」との声に、“清掃ボラ

ンティア用ゴミ袋”があると教えて頂きました。 

そして数日後、流れ着いた 

燃えるゴミを袋一杯にして出 

してくださっていました。（ゴミ拾い 

をされている方、いつもあり 

がとうございます） （うちこし） 

 

 

5 月の『竹好きの物語』では、淡路島の

竹林は山や丘の斜面、入りづらい急斜面

に竹藪が多くポツポツと小さな集団の場

合が多い。昔は竹で道具を作るための貴

重な材料だったが、近代プラスチックに代

わったことで、需要と供給のバランスが崩

れたのではないか、などの話で盛り上がり

ました。 

今回も竹を材料にモノづくりをしている

人、竹で困っている人、竹に対する思いの

ある人等々、みんなで“ありったけ”おしゃ

べりしてみませんか！お待ちしています。 

        （うちこし） 

竹好き（の）

日 時  7月１1日（金）10：00～ 

場 所 尾崎ふれあい交流広場（旧尾崎保育所） 

参加費 100円（お茶代） 

兵庫県共同募金会マスコットの“あかはねちゃ

ん”が、赤い羽根共同募金のしくみについて 

お伝えします！ 

① 計画募金って？ 

共同募金は、地域の福祉団体等からの助成の 

申請を基に助成計画を立案し、その計画に基づき、

助成事業に必要とされる目標額を毎年定めていま

す。つまり、地域ごとに課題解決に必要な使いみち

の額を事前に定めてから、寄付を募る「計画募金」

です。計画があるからこそ、１世帯当たりの目安額

などを示して募金の協力をお願いしています。 
 

② 地域で集められた募金は、どう使われるの？ 

今年度、淡路市で集められた募金は、兵庫県共同募

金会に送られます。翌年度、約９０％が淡路市に配

分され、淡路市のために活用されています。残りの

１０％は、兵庫県内の社会福祉施設の整備や、災害

時の備えなどのために使われています。 

共同募金は住民の活動を応援する、自分のまちを

良くするしくみです。 

先日、グループホームしおさいの畑で、夏野菜の植え

付けを行いました。数年前より、同じ郡家にある事業所

同士というご縁で、しおさいから声をかけていただき、利

用させていただいています。また、野菜の植え付けにお

いても、毎年この季節になると、ボランティアで来てくださ

る農家の方がおられ、今回も、なすび、かぼちゃ、きゅう

り、トマトなどを指導してもらいながら、一緒に植え付ける

ことができました。 

毎年、野菜を収穫して、味噌 

汁の具材やサラダにして、仲間 

みんなで食べます。 

畑を使ってというご縁、あいあ 

い作業所を気にかけていただく 

など、地域の方とのいろいろなご 

縁で支えもらっています。ありがとうございます。 

こらからも野菜づくりの場など、地域のみなさんとの関

わりを意識しながら、ご縁の数を増やしていきたいと考え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１日より、地域支えあいセンターいちのみやのセ

ンター長を拝命しました、大場和歌子と申します。前

任のセンター長山中から引き継ぎ、一宮地域のみな

さんと一緒に地域福祉活動を進めていきたいと考え

ております。前職は津名地域で、住民のみなさまに支

えていただきながら、活動をしてきました。まずは、一

宮地域のサロンや集まりに参加させていただき、みな

さまに顔と名前を覚えていただきながら、活動をして

いきたいと思っております。 

今後ともご指導賜りますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

赤い羽根共同募金って？？

７月１日より、地域支えあいセンターつなに異動と

なりました。約２０年にわたり、一宮地域で活動できた

ことは、何事にも代え難い、私の財産となりました。 

一宮地域のみなさんから頂いた多くの学びや気づ

きを、新天地でも活かしていきたいと考えております。 

西浦の夕日の美しさ、冬の厳しさ、一宮のみなさん

の温かさはこれからも忘れることはありません。 

本当にありがとうございました。    山中 健吾 

日  時：7月 31日（木） 10：00～13：00頃まで 

場  所：一宮公民館 2階 調理室 

対象者：介護をしている（していた）男性 

持ち物：エプロン・マスク・三角巾・お米 1合 

※別途、材料費の負担もあります。 

           参加締め切り：7月 25日（金）迄 

 お問い合わせは 85-2040 （担当：清水）まで  

 

 

 

 

 

 

 


